
令
和
２
年
度

　
今
後
も
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
安
定

し
て
提
供
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
整

備
し
た
下
水
道
管
等
の
施
設
を
適
正

に
維
持
管
理
す
る
と
と
も
に
、
将
来

老
朽
化
す
る
施
設
の
更
新
に
備
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
や
財

政
状
態
、
資
産
等
を
的
確
に
把
握
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
平

成
30
年
４
月
に
、
下
水
道
事
業
に
地

方
公
営
企
業
法
を
全
部
適
用
し
、

「
特
別
会
計
（
官
公
庁
会
計
）
・
単

式
簿
記
方
式
」
か
ら
「
公
営
企
業
会

計
・
複
式
簿
記
方
式
」
へ
移
行
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
「
収
益
的
収
支
」

と
「
資
本
的
収
支
」
の
２
本
立
て
で

会
計
処
理
す
る
と
伴
に
、
民
間
企
業

の
よ
う
に
財
務
諸
表
と
呼
ば
れ
る

「
損
益
計
算
書
」
や
「
貸
借
対
照
表
」

を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
状

況
や
財
政
状
態
、
資
産
等
を
よ
り
的

確
に
把
握
し
、
経
営
の
効
率
化
・
健

全
化
に
よ
り
一
層
努
め
ま
す
。

収
益
的
収
支
（
税
抜
き
）

　
令
和
２
年
度
は
、
収
入
の
柱
で
あ

る
下
水
道
使
用
料
収
入
は
３
億
３
４

３
３
万
８
千
円
で
、
前
年
度
比
４
７

３
万
１
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
一
般
会
計
負
担
金
が

９
９
１
７
万
８
千
円
で
前
年
度
比
１

０
７
３
万
１
千
円
の
減
額
、
受
託
事

業
収
益
が
１
６
０
８
万
９
千
円
で
、

前
年
度
比
１
５
９
７
万
３
千
円
の
増

額
と
な
り
、
営
業
収
益
は
４
億
４
９

９
６
万
５
千
円
で
、
前
年
度
比
９
９

７
万
３
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
営
業
外
収
益
と
し
て
、

他
会
計
補
助
金
を
前
年
度
比
２
０
１

万
８
千
円
減
額
の
１
億
３
７
４
５
万

５
千
円
、
長
期
前
受
金
戻
入
を
前
年

度
比
１
３
５
万
３
千
円
減
額
の
３
億

３
４
７
５
万
２
千
円
計
上
し
、
総
事

業
収
入
は
９
億
２
７
９
６
万
９
千
円

で
、
前
年
度
比
９
６
１
万
６
千
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
支
出
で
は
、
流
域
下
水
道
維
持
管

理
負
担
金
が
１
億
１
３
１
１
万
９
千

円
で
、
前
年
度
比
１
５
１
万
９
千
円

増
額
と
な
っ
た
ほ
か
、
委
託
料
が
３

５
７
６
万
９
千
円
で
、
前
年
度
比
１

４
７
０
万
６
千
円
の
増
額
、
支
払
利

息
が
１
億
64
万
７
千
円
で
、
１
１
４

６
万
９
千
円
の
減
額
、
減
価
償
却
費

が
５
億
３
２
３
９
万
７
千
円
で
、
１

１
０
９
万
８
千
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
以
上
に
よ
り
、
支
出
総
額
が

８
億
６
０
８
２
万
２
千
円
で
、
前
年

度
比
１
２
０
３
万
２
千
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　
結
果
、
６
７
１
４
万
７
千
円
の
純

利
益
（
黒
字
）
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
は
会
計
制
度
改
正

に
よ
る
資
金
の
裏
づ
け
の
な
い
「
長

期
前
受
金
戻
入
」
３
億
３
４
７
５
万

２
千
円
を
営
業
外
収
益
に
計
上
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
資
金
を

十
分
に
保
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

資
本
的
収
支
（
税
込
み
）

　
収
入
は
、
企
業
債
借
入
金
が
１
億

７
７
２
０
万
円
で
、
前
年
度
比
６
７

０
０
万
円
の
減
額
、
受
益
者
負
担
金

が
６
６
４
万
１
千
円
で
、
前
年
度
比

３
１
０
万
２
千
円
の
減
額
、
一
般
会

計
か
ら
の
出
資
金
が
１
億
６
３
１
９

万
４
千
円
で
、
前
年
度
比
２
９
６
８

万
７
千
円
の
減
額
、
国
や
一
般
会
計

か
ら
の
補
助
金
が
１
億
６
４
２
２
万

４
千
円
で
、
前
年
度
比
６
９
２
５
万

用語解説（上下水道共通）

※用語の解説はP5からの続き

収益的収支収益的収支収益的収支収益的収支（税抜き）

委託料
3,576万9千円
受託事業費

1,323万5千円

修繕費
198万5千円

その他
218万円

人件費
2,696万6千円

【支出】 【収入】 【支出】 【収入】

汚水1㎥当たりの処理原価の内訳

減価償却費
63.00円

委託料  10.53円

支払利息
26.19円

人件費  6.17円

資本的収支資本的収支資本的収支資本的収支（税込み）

その他  0.38円

負担金  6.42円

流域下水道維持管理負担金
37.30円

減価償却費
5億3,239万7千円

流域維持管理負担金
1億1,311万9千円

公
営
企
業
下
水
道
事
業
の
決
算
報
告

▼
問
合
せ
　
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
７
９

下
水
道
事
業
は
独
立
採
算
制

　
下
水
道
事
業
は
、
「
地
方
公
営
企
業
」
と
し
て

法
律
に
よ
り
税
金
を
使
わ
ず
に
、
使
用
者
の
皆
さ

ま
か
ら
い
た
だ
く
下
水
道
使
用
料
に
よ
り
運
営
す

る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
独
立

採
算
制
」
と
い
い
、
税
金
や
国
な
ど
の
補
助
金
な

ど
で
運
営
さ
れ
る
町
の
会
計
と
は
全
く
違
っ
た
運

営
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
播
磨
町
の
下
水
道
事
業
は
、
平
成
６
年
に
供
用

を
開
始
し
、
順
次
整
備
を
行
い
な
が
ら
処
理
区
域

を
広
げ
、
令
和
２
年
度
末
時
点
で
人
口
普
及
率
は

98
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７
千
円
の
減
額
と
な
り
、
合
計
５
億

１
１
２
５
万
９
千
円
で
、
前
年
度
比

１
億
６
９
０
４
万
７
千
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　
支
出
に
つ
い
て
は
、
汚
水
関
連
工

事
と
し
て
、
古
宮
地
区
（
第
３
工

区
）
下
水
道
管
渠
布
設
工
事
、
本
荘

地
区
（
第
63-

３
工
区
）
下
水
道
管

渠
布
設
工
事
、
大
中
地
区
（
第
４
工

区
）
下
水
道
管
渠
布
設
工
事
な
ど
を

行
い
、
ま
た
雨
水
関
連
工
事
と
し

て
、
本
荘
雨
水
ポ
ン
プ
場
改
築
更
新

工
事
な
ど
を
行
い
、
建
設
改
良
費
は

２
億
９
６
０
９
万
円
で
、
前
年
度
比

１
億
４
５
０
８
万
９
千
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
企
業
債
の
元
金
償
還
分
と

し
て
前
年
度
比
３
０
８
万
８
千
円
増

額
の
５
億
２
４
７
２
万
９
千
円
を
支

出
し
、
合
計
は
８
億
２
０
８
１
万
９

千
円
で
、
１
億
４
２
０
０
万
１
千
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的

支
出
額
に
不
足
す
る
額
３
億
９
５
６

万
円
は
、
内
部
留
保
資
金
で
補
て
ん

し
ま
し
た
。

汚
水
処
理
原
価
と
使
用
料
単
価

　
汚
水
処
理
原
価
と
は
、
汚
水
１
㎥

を
処
理
す
る
の
に
必
要
な
費
用
の
こ

と
で
、
令
和
２
年
度
決
算
で
は
１
４

９
・
99
円
（
長
期
前
受
金
戻
入
の
影

響
額
除
く
）
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て

い
る
１
㎥
当
た
り
の
下
水
道
使
用
料

（
使
用
料
単
価
）
は
、
同
決
算
で
は

１
１
０
・
25
円
と
な
り
、
汚
水
処
理

原
価
が
使
用
料
単
価
を
約
40
円
上
回

り
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
現
状
で
は
、
汚
水
１
㎥
処

理
す
る
ご
と
に
約
40
円
の
赤
字
が
生

じ
て
い
ま
す
。

 

今
後
の
事
業
展
望

　
長
期
的
に
は
施
設
等
の
老
朽
化
に

伴
う
大
量
更
新
期
の
到
来
に
よ
る
更

新
費
用
の
増
大
や
、
人
口
減
少
、
節

水
型
社
会
へ
の
移
行
に
よ
る
使
用
料

収
入
の
減
少
等
に
よ
り
、
今
後
下
水

道
事
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳

し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
将
来
に
向
け
て
、
安
定
し
た
持

続
可
能
な
経
営
基
盤
の
強
化
に
取
り

組
み
、
住
民
の
皆
様
に
安
全
・
安
心

で
快
適
な
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
平
成
30
年
に
監
査
法
人

に
委
託
し
、
今
後
の
更
新
投
資
の
方

針
の
検
討
と
、
財
政
収
支
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
経
営
戦
略
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
経
営
戦
略
に
基
づ
き
、
将
来

に
わ
た
り
安
定
し
た
持
続
可
能
な
経

営
基
盤
を
構
築
す
る
う
え
で
、
将
来

の
更
新
投
資
に
備
え
資
金
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
使
用
料
と
そ

の
他
の
収
入
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
配

慮
し
た
事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
主
な
事
業
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
浜
田
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
新
築

　
近
年
多
発
す
る
豪
雨
や
台
風
な
ど

に
伴
う
水
害
に
備
え
る
た
め
、
播
磨

町
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
浜
田
雨
水
ポ
ン
プ
場
の

新
築
に
向
け
て
基
本
設
計
を
行
い
ま

す
。

②
汚
水
管
渠
の
整
備

　
汚
水
処
理
に
よ
る
生
活
環
境
の
改

善
及
び
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
を

図
る
た
め
、
汚
水
管
渠
の
整
備
と
し

て
大
中
地
区
、
南
野
添
地
区
、
東
野

添
地
区
の
汚
水
管
渠
布
設
工
事
を
行

い
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
７
９

汚水処理原価と使用料単価
　汚水処理原価とは、汚水１㎥を処理する
のに必要な費用のことで、令和２年度決算
では149.99円になりました。
　一方で皆さんからいただいている１㎥当
たりの下水道使用料（使用料単価）は、同
決算では110.25円となり、汚水処理原価
が使用料単価を約40円上回りました。
　つまり現状では、汚水１㎥を処理するご
とに約40円の赤字になっています。

建設改良費
2億9,609万円

企業債償還金
5億2,472万9千円

出資金　上下水道事業を実施するに当
たり必要な資金について、他会計な
どから提供された資金。借入金とは
違い返済義務はありません。
補助金　上下水道事業を実施するに当
たり国や一般会計から受けた補助金
です。一般会計からの補助金につい
ては、基準内繰入と基準外繰入があ
ります。
内部留保資金による補てん　資本的収
入額が資本的支出額に不足する額を、
減価償却費など資産を再構築するた
めに積み立ててきた資金などで補て
んしています。
建設改良費　古くなった上下水道管を
付け替えたり、新しく上下水道管を
延ばしたりするのに要した経費
企業債償還金　施設建設の際に借りた
お金（企業債）の元金返済分です。
経営戦略　将来に渡って安定的に事業
を継続していくための中長期的な基
本計画で、施設整備投資などの支出
と財源の見通しを均衡させた「投
資・財政計画」が中心

受水費　兵庫県から水道水を買った費
用です。播磨町は約９割を井戸水で
まかなっていますが、井戸の延命を
図り、また災害などの緊急時に備え
るため、一部を兵庫県から購入して
います。

流域下水道維持管理負担金　汚水を処
理するために兵庫県に支払った費用
です。播磨町は終末処理場を有して
おらず、流域関連公共下水道として
事業実施しており、汚水の処理につ
いては、兵庫県が運営する加古川下
流流域浄化センターで行っています。
 　加古川下流流域浄化センターでは、
播磨町のほかに、加古川市、高砂市、
稲美町の汚水を処理しています。
負担金（収益的収支）　下水道使用料
を集金するために水道事業に支払っ
た費用です。下水道使用料は水道料
金と併せて水道事業が集金していま
す。その集金等にかかる費用につい
て、下水道事業会計から水道事業会
計に支出しています。

内部留保資金
による補てん
3億956万円

企業債
1億7,720万円

補助金
1億6,422万4千円

出資金
1億6,319万4千円

一般会計負担金
9,917万8千円

長期前受金戻入
3億3,475万2千円

下水道使用料
3億3,433万8千円

負担金
1,945万9千円

負担金
664万1千円

用語解説（上水道）

用語解説（下水道）

その他
615万7千円

受託事業収益
1,608万9千円

黒字
6,714万7千円

他会計補助金
1億3,745万5千円

支払利息
1億64万7千円

資産減耗費
1,506万5千円
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